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＜連絡事項＞
・病棟内でのインフルエンザの流行は見られずに経過しています。引き続き、患者様・スタッフ共に手洗い・含嗽・手指消毒を行い、予防に努めましょう。

・山下　拓也様・千葉　光広様の単独外出・外泊承諾書の保護者欄について
保護者が施設入所や身体不調等により保護者の役割を担う事が困難となっている患者様の対応について、ＡＯＭと相談中です。明日、内容決まり次第お知らせします。

・本日、救急当番日です。夜勤の方は電話対応をお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～2/3～本日14：15までの自宅への外泊より帰院されています。

・上野　千奈津様～本日、定期採血・検尿実施日でしたが、生理が来たとの事で検尿は実施していません。生理が終わったら教えてくれるよう伝えています。

・五日市　規様～明日、治験評価日となっていますので、血圧・脈拍・体重測定忘れずに
　　　　　　　　行って下さい。
・内田　都影様～明後日、治験評価日となりますので、血圧・脈拍・体重測定忘れずに行って下さい。

・戸賀沢　潔様～喫煙本数や電話対応等、自制できない様子があり、表情に余裕がなく、他患者様と物のやり取りが目立っています。都度振り返りをしていますが、表面的に返答をし、すぐに同行為を繰り返しています。本日は、女性患者様に電話代を借りようとしている事や転入して間もない患者様からコーヒーを貰ってのんでいたり、あれこれお菓子を買ってこいと指示したりしています。今度、物のやり取りをしたら、自己管理している物を全部スタッフ管理とする事を担当スタッフから伝えられています。引き続き、他者交流の程度や行動の観察を行い、衝動行為に留意しながら介入を続けていきましょう。

・日向端　庸男様～青明舎　佐藤氏より、「退院までの予定表」を病棟用と本人様で2部頂いたとＳＷ　西舘さんより病棟へ渡されています。

・畠山　文男様～移山寮の三浦氏より、担当スタッフ宛で『計画相談支援・障害児相談支援依頼（変更）届出書』『計画相談支援給付費・障害児相談支援給付費支給申請書』『介護給付費・訓練等給付費・特定障害者特別給付費・地域相談支援給付費　支給申請書兼利用者負担額減額・免除等申請書』『世帯状況・収入等申告書』を持って来られています。今週中に市役所へ提出してほしいとの事です。

＜週間予定＞
2/5（月）新聞代徴収日
　　　　　定期採血・検尿
2/6（火）法人研修　17：30～18：30
　　　　　日向端　庸男様　青山荘宿泊体験（青明舎スタッフ付き添い）
　　　　　2/6　8：30～2/7　9：30迄
　　　　　定期採血・検尿
　　　　　五日市　規様　治験評価日
2/7（水）敷布団交換・寝具交換（布団カバー、シーツ、枕カバー）
　　　　　避難訓練　13：25～　（夜間想定）
　　　　　定期採血・検尿
　　　　　内田　都影様　治験評価日
2/8（木）定期採血
＜要注目患者様情報＞
・内田　都影様～朝、男性患者様から「差し入れしてもらったか？」と聞かれた事にやや不満気に反論しています。本日は、眠気があるせいか好き勝手に過ごされています。スタッフへの話し掛けは殆どなく、不機嫌さや妄想めいた発言も聞かれず穏やかに過ごしています。朝はレストランへ食事は行っていますが、昼は眠っており不食しています。カップラーメンは食べないと話していましたが、「やっぱりお腹空いた」と言われ、甘栗を1袋食べた後、カップラーメンを食べています。他者とのトラブルはありませんが、密な観察を続けていきましょう。

・上村　みわ様～昨日と今日、拒否無くディオバンを内服しています。今朝の血圧は151/85mmHgでした。また、午前の作業は「肛門病なので休みます」と不参加され、午後のリハプロにも参加せず、ホールで過ごされています。「弟が来るから」と話している事がありますので、所在確認は継続していきましょう。

・上野　千奈津様～昨日準夜帯、スタッフへ読んでほしいと手紙を渡して来られています。内容は「作業が嫌だ。作業がない病院に行きたい。頭を休ませたい、リスパダールを飲みたい。リンチにあった幻想やらいろいろ頭に流れてくる。姉が自分に癌と言っていると聴こえてくる。人影を見るのが怖い。消えたい。3泊4日で外泊させてほしい。作業のない病院に転院したい。デイケアも行きたくない。」等となっています。表情の硬さ等はまだ見られています。本日は「行きたくない」と訴えあり、リハプロ・作業は休まれ自室で臥床されています。スタッフの声掛けにてレストランへは時間をずらして移動しています。内服薬調整中であり、休息を勧めながら本人の睡眠状況、症状観察を密に行っていきましょう。

・山下　拓也様～日課等の確認での話し掛けの多さはみられていますが、他者の動きを見ながらも日課支障なく行っています。病棟生活に早く慣れてもらう様、都度対応していきましょう。今後については検討中です。お金の件(おこづかい額、財布、ノート等)について医事へ確認した所、北病棟に来た時点で通帳は解約となる為、【たいよう法律事務所　司法書士　西澤　英之氏】へ姉様が確認してからの対応となります。


＜窪田Ｄｒケース検討＞
・十日市　利喜様～時折本人から耳の聞こえの悪さを訴えて来られていますが、器質的な原因での聞こえづらさなのか、精神的な面があっての聞こえづらさなのか判断が難しいです。切迫した様子はありません。

＜１ヶ月後事故振り返り＞
『大久保　光男様　代行入力間違い・中止であった内服薬が処方されていた(皮膚科)』
原因分析
・内服薬が処方されていた皮膚科患者は、当患者以外全て継続の指示であり、「内服薬は継続」という認識ができてしまっていた。
・入力後のダブルチェックをしていなかった。
事故対策内容検討
・漫然と電子カルテ操作をしないようスタッフの意識付けをきちんと行っていく。
[bookmark: _GoBack]・ダブルチェックを行う時はその時その時で後回しにせず行う。
